
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「わかる授業」「できる授業」の実践

○授業の進度や内容が適当であると思う生徒を85%
以上、授業をとおして学力が向上したと思う生徒を
85%以上、主体的に学ぶことができていると思う生徒
を90%以上にする。
○新学習指導要領の実施2年目に伴い、次年度の指
導計画を12月までに完成させる。また、評価方法の
検討を継続させる。
○ICTを活用した学習支援を実施する。

・各教科2件以上の公開授業を実施し、事後に意見交換等を行う。
･授業評価アンケートを年2回（7月、12月）実施し、生徒の学習状況を
把握し、授業改善を行う。
･教科会議（適宜）、教務委員会（3回以上）を行い、年間を通して教育
課程や評価方法等の検討･研究を進める。
･欠席等の生徒がいる場合には、オンライン授業を確実に実施し、自
宅学習の支援を行う。

Ａ

・公開授業は計画通り17件を実施して指導力の向上に努めた。
〇授業・学習についての指標は「進度・内容」97.6％、「学力の向上」96.0％、「主体性」97.1％と、い
ずれも成果指標以上の高い数値を維持できた。
〇次年度の指導計画は12月末で完成させた。なお、次年度の普通科は2･3年次において４学級定
員を５学級編制とする予定である。
〇ICTを利活用した学習支援では、音質や解像度及び展開授業を行う科目等で課題はあるものの
概ね定着しつつある。なお、欠席時にオンライン授業を受講した生徒は56.3％であった。

Ａ

・わかりやすい授業のために様々な取り組みがなされ、それが成果を上
げていることは素晴らしいことだと思います。また、学級編制を工夫され
るなど、大変な努力をしていただいているようです。地域の拠点となる学
校として、引き続き生徒のための取り組みをお願いします。
・やむを得ず欠席した場合も、ＩＣＴを利活用したオンライン授業等の学習
支援があることはありがたいと思います。

教務

◎自己の能力を高め、社会に貢献しよ
うとする大きな志を持つ生徒の育成
○進路指導の充実と生徒の進路保障

○進路実現を通して自らが社会に貢献したいと考え
る生徒を90％以上、３年生の進路指導に対する満足
度を90％以上にする。
○平均偏差値50以上の科目を昨年度以上にする。
○国公立大学志願者の合格率を70％以上にする。
○４年制大学における推薦型・総合型選抜の合格者
数を昨年度以上にする。
○就職希望者の就職率を100％に、県内就職率を
75％以上にする。

・進路講演会を各学年1回（3年生6月、2年生2月、1年生12月）、進路
ガイダンスを3回（6月、7月、3月）実施する。
・進路講演会等でこれからの未来社会と社会貢献の視点から、各自
の進路希望を考える機会を設定する。
・日本語リーディングリテラシーテストを導入し、思考力・読解力の変
化を分析し、教科指導に生かす。
・進路検討会を3年生４回（4月、6月、11月、1月）、1・2年生2回（5月、
12月）実施して生徒の志望状況や課題を共有し、面談を通した適切な
助言・支援に努める。

Ｂ

〇「社会に貢献したい」と考える生徒は94.0％、本校の「進路指導に満足」している３年生は92.7％で
いずれも指標を達成した。
〇平均偏差値50以上の科目数は、11月模試において昨年度比で3年生＋２で達成したが、2年生－
２、1年生－１で、指標に達しなかった。
〇国公立大学志願者の合格率は60.9％であった。
〇４年制大学における推薦型・総合型選抜の合格者数は、国公立10名、私立30名の40名（昨年度
比国公立＋４、私立＋７）で指標を達成した。（１２月末段階）
〇就職内定者は１００％、県内就職率は79.5％で指標を達成した。

Ａ

・受験制度が多様化する中、推薦型・総合型選抜で合格者が大幅に増
えたことはとてもよいことだと思います。特に、今年度は普通科以外から
も国立大学合格者が出たことは、地域の中学生にとって進路を考える上
でよかったと思います。
・昨年度の提言を踏まえて、今年度は成果指標を大きく見直してあり、先
生方の取り組みの熱心さを感じます。

進路指導

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○誠実で豊かな心を身につけ、人間的に成長したと
答える生徒の割合及び自己有用感が高いと思う生徒
を期首と比較して５ポイント以上向上させる。
○ボランティア活動に参加した生徒をのべ300名以上
にする。

・人権・同和教育に関するHR、講演会、職員研修を実施する。
・道徳教育の全体計画に基づいて授業を実施する。
・ボランティア活動に関する情報を提供し、参加を促す。

Ｂ

・人権・同和教育に関するHRと職員研修は６月に、講演会は１０月に予定どおり実施した。
〇今年度は、１年間の教育活動の結果「人間的に成長した」「自己有用感が高い」と思う生徒の割合
を向上させることを指標として採用してみたが、結果はそれぞれ90.2％、80.6％で期首段階と比べて
の有意な向上はなかった。次年度は再度成果指標を見直したい。
〇ボランティア活動については生徒の関心も非常に高く、様々な活動に延べ３２８名が参加し、指標
を達成した。

Ａ

・成長実感や自己有用感が高いことはよいことだと思いますが、期首段
階に比べて大きな向上が見られないということは、生徒達が高い目標に
チャレンジしていることの裏返しといえるのかもしれません。
・ボランティア活動に熱心に取り組まれているためか、いろいろな行事で
生徒さん達の姿を見かける機会が多くなりました。

保健指導

企画研修

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめについて相談しやすい雰囲気があると思う
生徒85％以上にする。
○いじめに対する組織的対応ができていると思う教
員85％以上にする。

・いじめアンケートを５回（5月､7月､10月､12月､2月）実施する。
・いじめ覚知・認知の対応マニュアルの見直しを行う。
・いじめの対応についての職員研修を年間に１回以上行う。
・情報モラルに関する指導を行う。 Ａ

・いじめアンケートは、計画通り５回実施して10件を覚知し、うち8件を認知した。
・いじめの覚知・認知の対応マニュアルの見直しは、今年度の様子を踏まえて３月に行った。
・いじめの対応についての職員研修は、7月に実施した。
・情報モラルに関する指導は、12月にインターネット防犯講話として実施した。
〇「相談しやすい雰囲気がある」と思う生徒は、84.5％で概ね指標を達成した。
〇「組織的な対応ができている」と思う教員は、98.5％で指標を達成した。

Ａ

・いじめの起きにくい環境、相談しやすい環境、早期発見、早期対応等、
組織的対応づくりは結構できているのではないでしょうか。

生徒指導

●「健康に良い食事をしている」生徒を85％以上にす
る。

・望ましい食習慣や食の自己管理に関する情報を保健だより等で３回
以上提供する。
・食習慣と生活習慣に関するアンケートを２回実施し、結果をもとに必
要な指導を実施する。

Ａ

・望ましい食習慣や食の自己管理に関する情報を５月、６月、11月に保健だよりで提供した。
・食習慣と生活習慣に関するアンケートは６月、12月に実施した。
●「健康に良い食事をしている」と思う生徒は91.0％と88.0％で指標を達成した。 Ａ

・高校卒業までに「食」についての意識が高まることは、よいことだと思い
ます。特に、保護者としては将来の不安が軽減されることにつながるの
でありがたいことだと思います。 保健指導

○主体的な取り組みをとおして自転車通学生のヘル
メット着用率を50％以上にする。

・生徒会や部活動等にヘルメット着用に向けた主体的な取り組みを促
す。
・ヘルメットに関する情報提供を行う。

Ｃ

・４月にヘルメットの実物見本のクラス回覧及び生徒会作成のポスターによる啓蒙活動を行った。
・始業式や学年保護者会等機会を見つけて、ヘルメット着用の推奨・協力依頼を行った。
〇自転車通学生のうちヘルメットを着用している生徒は2.0％に過ぎなかった。また、今後着用したい
と考えている生徒も26.4％であった。
・次年度の着用率向上に向けて、合格者登校日にてヘルメットの販売及びチラシの配布を行った。
また、一部の自治体にヘルメット購入補助制度の検討の打診を行った。

Ｃ

・ヘルメットの着用の推進は高校生に限らない命に関わる問題です。い
ろいろな成功事例を参考に、長期的目線で着実に取り組んでいただきた
い。
・「ヘヤースタイルが乱れる」ことが普及の妨げであるならば、パウダー
ルームにドライヤーを設置する等、企業等では有り得る配慮を高校生に
対して行ってもよいのではないでしょうか。

生徒指導

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。

○年休取得１４日以上の職員を８５％以上にする。

・業務効率化のための提案を３回(8月､12月､2月)募り、素早い改善を
行う。
・「上限時間」を職員の目に触れる場所に掲示する。
・時間外在校時間が45h/月を超えた職員には「上限時間」に関する説
明及び時間外在校等時間削減のための面接を行う。
・年休取得状況を毎月集約し、年休取得を呼びかける。

Ａ

・業務改善のための提案は予定通り募集し、対応可能なものから改善につなげた。
・指標達成のための年休取得ペースを適宜示し、年休取得ペースに不安のある職員には年休取得
計画を立てることで１４日の年休を取得するペースを体感させた。
〇年休取得１４日以上の職員は84.5％（平均取得日数16.8日/人）で概ね指標を達成した。
●「上限時間」について「遵守していない」と考える職員は中間段階で7.1％であったが最終段階で
3.1％に半減するなど、遵守意識の向上が見られた。

Ａ

・年々、取り組みの成果が出ていると思います。先生方のゆとりは、授業
や進路選択時のアドバイス等、生徒への指導に影響を与える大切なも
のだと思います。
・優秀な次世代の先生の確保のためにも、子供たちが教員を目指したく
なるような仕事環境にして欲しいと思います。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

・運営協議会を年度内に３回実施する。
・旭ヶ岡キャリア塾を１１月までに開催する。
・本校生徒による小中学生対象の教室（小学生対象高校生ティー
チャー、中学生対象パソコン講習会等）を行う。

Ａ

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒は91.3%％、教職員98.4％で指標を達成した。アン
ケートでは、旭ヶ岡キャリア塾などのキャリア教育についての評価が高かった一方、進路保障や生
徒のモラル面での不安を感じる意見もあった。 Ａ

・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒は前年と比べて増加し
ており、指導の成果は出ているようです。

管理職

・生徒の主体的な活動を支援していく。
･教務委員会を毎月1回以上実施し、普通科の新コース導入に向けて
学校設定科目を12月までに固める。
･学校だより及び学校ＨＰの見直しを１０月までに行う。 Ｂ

・普通科の新コース導入に向け、先進校視察（3校）や職員研修を行った。また、教務委員会を毎月1
回以上実施し、コースの目標や身につけさせたい力、学校設定科目「未来探求」の年間指導計画を
策定した。
・学校だより及び学校HPの編集方針を中学生へのPRを主眼としたものに見直した。学校だよりは１
２回発行し、学校HPも随時更新を行った。
○志願倍率は第１回調査0.95倍、第2回調査0.93倍、高校入試0.90倍で成果指標を達成しなかっ
た。

Ａ

・志願倍率1.0倍以上の定着は、今後恒久的に達成しなければならない
課題です。地域の力を活用して、高校としての魅力をさらにアップしてい
ただきたい。

学科主任
企画研修

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立鹿島高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・「学力の向上」については、概ね指標を達成することができたが、引き続きわかりやすく、学習意欲が向上するような授業の実施を通して学力の向上を目指し、かつ多様な働きかけを通して社会に貢献する志を持つ生徒を育成していきたい。
・「心の教育」については、他者や諸文化の理解や体験活動含む様々な取り組みを行い、生徒の自己有用感の期首と比較した「向上」を目指す。また、いじめアンケートのあり方の再検討及び相談しやすい環境がないと感じる生徒にとっても相談できる環境のあり方を検討し、早期発見、早期対応の体制の充実を図っていきたい。また、指標については「いじめ防止基本
計画」そのものではなく、それに基づく具体的な取り組みについて設定することも検討したい。
・「健康・体づくり」については概ね指標を達成することができたが、保護者や家庭との協働による取り組みを検討したい。
・「業務改善・教員の働き方改革の推進」については、前年より確実に改善したものの、成果指標を達成できなかった。引き続いて業務を３つの観点（①基本的には学校以外が担うべき業務、②学校の業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務、③教師の業務だが、負担軽減が可能な業務）に分けてさらなる業務改善を進めて行く必要がある。
・「唯一無二の誇り高き学校づくり」については、様々な取り組みを通して生徒の地域に対する想いの深化や自己有用感の向上につながるような取り組みを進めたい。特に導入２年目となるコミュニティ・スクールについては前年度の取り組みの継続とさらなる発展を目指していきたい。

２　学校教育目標 他者を尊重し、誠実で豊かな心と大きな志をもって逞しく未来を切り拓く力を育てる。

３　本年度の重点目標

（１）授業・進路指導の充実によって、あくなき探求心の下、確かな学力・技術向上を図り、生徒の進路保障を実現する。
（２）教育活動全体を通して豊かな心を育み、生徒の人間的成長を図る。
（３） 学校体育・学校保健等の充実によって、健やかな体を育み、生徒の逞しい成長を図る。
（４）不断の業務改善・意識改革によって、教職員のワークライフマネジメントを推進する。
（５）コミュニティスクールの充実や普通科改革、商業科・食品調理科の更なる魅力発信によって学校全体の魅力を高め、志願者増を図る。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「安全に関する資質・能力の育成」

５　総合評価・

　　次年度への展望

【学力の向上】については、概ね指標を達成することができた。次年度も引き続き、わかりやすく、学習意欲が向上するような授業の実施を通して学力の向上を目指したい。社会に貢献する志については十分達成してきているので、難関大学を含む受験に対応する学力をつけることを強化していきたい。
【心の教育】については、「豊かな教育活動の実践」について計画した取り組みは予定通り実施したにもかかわらず、「人間的成長」「自己有用感」についての指標達成に至らなかった。次年度は成果指標と具体的取り組みが連動するものとなっているかを十分検討して計画を立てたい。「いじめへの対応」については概ね定
着してきたように思えるので、今後は「相手に寄り添う心」を養う教育の実践等の予防的対策について考えたい。
【健康・体つくり】については、今年度指標に遠く及ばなかった自転車通学生のヘルメット着用について、アンケートでは「校則等で義務化すればよい」という意見が多数であったが、卒業後の安全・命を守る行動につなげるため、引き続き「主体的な着用」にこだわって着用率の向上につながる取り組みを推進していきたい。
【業務改善・教職員の働き方改革の推進】については、概ね成果指標を達成した。引き続いて業務を３つの観点（①基本的には学校以外が担うべき業務、②学校の業務だが、必ずしも教員が担う必要のない業務、③教員の業務だが、負担軽減が可能な業務）に分けてさらなる業務改善を進めていきたい。
【唯一無二の誇り高き学校づくり】の共通指標である「自分の学校を中学生に勧めることができる」割合については、次年度は数値部分を見直したい。また、調査によって判明した進路や生徒のモラルに関する不安については関係分掌で対応を検討し、解消を図りたい。また、SAGAコラボレーション・スクール、旭ヶ岡キャリ
ア塾・キャリアラボ等の運営を軌道に乗せて本校の特色の一つとすることで志願者増につなげていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

★唯一無二の誇り高き
学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内
外への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の
割合を80％以上、教職員の割合を90％以上にする。

○高校入試及び進路希望調査における志願倍率を
1.1倍以上にする。


